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Ⅰ 韓 ･､ 昔

恵曝窮の鹿茸t増 血の軌 こより異動す｡例へは雷乗

に放て考察するに耗白色宮家とエ乗用衣色伊東とは･

Ⅹ枚方銘の鈷異同一類曲構並を有するにも拘らず.節

者は鈍感にして徒者は食感なり｡依って著者は牡鹿に

各位の牡理的嬢件を守化せしめ,之に依る盛皮の影響

を理由的に賓金的に投射せんとてる｡

先ずビェ･/電壁測定用水晶匠の上に常管 (鹿曝張を

白砂の間に頼みたるもの)を放き,上方より薄卓を落

下せしめ,雷管が班琴を受けてより丑火に至る迄の蛮

生転カをオツシt,〆タ?にて滑走せり｡

攻初工乗用衣色雷兼 0.02gを珊 とし之を白砂の

間に哉み 520mm の郡 より,45gの荊球を芹下せ

しめると,節撃を受けて上りI/20OOSeCにて駆力は急

粒に放火 45kgに速すれども何噂曝雪現魚 を生起ナ

ろ布無 く,直ちに直鴇的に舷力降下す｡然るに降下途

中にて爆婆を生起する磁 力は再び箆に上昇し.2kg

零度の駆力l言Qt./Boosec経過した筏蛮力の卓生止む｡

次に郵 ヒ飴も同一鍵過を辿るが曝零時の摂生継力8kg

に適し懲兼の約 4倍なり｡ 今爆窮を起爆せしむるに

舶 なる栴鹿曝張の叔小限界墳丘を求むるに前者は役

者の 4.-10倍なるを以て上蛙の比と良く十鼓す｡

一方駐輪せる静末に田撃を加へたる埼合粉末の故屯

現象に甜する広島将士の研究に徒へば,勤末は坪撃を

受けたる辞間魅力は急激に上昇すれども次の瞬間粉末

の一部馳 せられる馬駈力降下し,其の曲にて再び巌

カは伍に上昇し,次に文政触 るiS鮭力降下T｡打ち

駆カの上昇率に降下が繰り返され 時間の挺過と盈生

威力は銀歯状の技を宜きつ 瀞ゝ末完全に改壊せらちゝ

造粒現す｡上述の恵爆窮想火の場合にも之と相似現象

起るものと思考せば,郁撃を受けたる脚 は挺力上

昇すれども,次の瞭聞烏A虹 の鈷果就力降下し牝の

瞭鞍晶間に敢しき母恭生恵せられ 同時に急取なろ化

串軌と竜り爆頚に至るものと思考せらる｡以上の普鼓

に依り憩曝静は衝撃を受けてより1/1000SeC以内に鈷

晶の駆折.煙路に依り横領する神官を砲包せり｡

Ⅱ 感度曲鼓の理絵的考案

火碩瀬の感匿を示す拭殴方法 として称 行ほれた

]7

ろ落蜘 溝は掛 こ少脚 に託き感度鰭 をrT

ひ,少脚 の全放き火虫任落高を完脚 不要火

の良市薄霞を不感染と辞し屯 盛乾の比硬を行ひしが,

和数万荒立に地 政に放り其の欺伍を卦 こする環,翠

に火串穎盛壁の定性的性質を表す手長と一般に見放し

居れわ｡然るに丑火串と落高との聖体を表す塵軸 線

を政式にて戻す布を軌f,感度の基琵砥立するを似て

夫に砥申告を利用し色陰的考察を行ひ,鹿茸由良の理

歯式を等大せり｡

先づ感蛾 に放ける阿科の萌部面を麻単の弼

I･のm)と見放す｡今牝の田を任宜の大き引こn佃の扇形

に殉 せば,恥 角噸 超輔 は号 な｡｡今落差

感触 に於で戒富市より落垂を落下せしめ,群帯が

辞撃を受けたろ墳合盈火する状況を見るに.清吉布き

穐倉は牽火申大なる朝 形輔 を大きく考へ.落高氏

き嘩合には哉火車小なる乱 ･扇形両敏を小さく考へろ

布を得ろ男爆曇を起す砲車は上達の皿を分封せる扇静

の両班の和に比例すると琴へて可なり｡而るに田の事

理 '.は一定なるを似て爆車の掩琴は田平e･･に比例す

るものとして以下針井を行へり｡

田 1

L･. t･L

閲 Ⅰに於て Zoを原曲とし,虹局方向にB)りたる各

段を Zl,Z三,Z3.･･････,ZI,Zi1,･･･-,Zn-1とせば,

Zlと Zi+1との間に作られるBl荻の長さが erと

(0+･LO)7･との間にはいる砲車 ¢(Q)deは衣の4個の

現立布類の確率の在砲車として蓑はさる｡

(a) n個の中 (.'+I)個を取り其の (∫+り 個申

よ帽 に (''-1)偶を竣申し此琴が皆0とZiと
.の間にある砥執 土 ､
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(b) (t'+I)個より(i-))佃を引き去った司りの

2僻の申1個が zlと (ZL+dZ̀)との間に入る
確率は

(…)普
(C) (Zl+I)とZlの長さが erと (e十de)Tと

の閲にある砲串は

)･｡m JO -
E::E

2だr 2zr

(a) 残りの rn-i-1)個が (Z̀+1)と 2打 と

の跡こある応執土

†誓 ㌘吐rL-I

従って求める寝串はdt等を蕪じてZbに付,oよo

r2J7-0)T迄紛 したものなり｡

･Me)m-(.･ニIX:?:)(…漂 J.'叫 ′

(蓋 )̀~lt禦 〉叫 一髪

-(豊 )～-窓 ････････････(I,I

'故[=巾佃の団鉱を塀ろ時は共の申 erと (e+dO)r

との間にある舟脚 の虫 N(0)dOtt

N(0)de-n4(e)d8

卯,(-2f)叫芸卑ni一Tdr･･.(2)

但し

･-壬 , oA-誉

一万分飼された同封の長さ8,は中心角 Bに此飼

するを以て Cを常数とせばcfに兄軌 今田萩の長

さが erよb小なる良ての脚 の和9は表の如し

-可.I--:JT･････.･･･････････････(3)
之より飽和 Qは上式の静 をEの全鮒 に凍りて

O-棚r3,.｡-†d;="C
JO

故に (3)真は

9-9(ト {-(T+I)I････････････t14)

今 pが雪 なろ時の.の馳 丁瓜 とせば(4)より

I

言Elィ Tm(rゎ･+I)

T恥t=l･68 ････････.･･････････････････.･･(4′)

助姐せる如く浮腰虚皮相 に放て蟹火率は凹孤の長

引こ此例すると僻定せるを以て,甲は讃火卒 (9,0.()

を示すものと思考せらる｡ 此の也合 Q-l00% なる

戟 (4)紘

yz=100fI-e-1(r+])I･･･････････.(5)

衣に銃撃による雷管母火の体件は

()) -定立以上のエネルギー (概略 6/14..kgm)

を

(2) 包めて短時間に加へろ布なり｡

今落軽感触 lご放 て落度の広丘を 仇g富商を

IVCn とせ呼試料に加はる王ネ.q･ギーは ngJ=なり｡

兜が賀軌こ加はる時間をtとせIr.肺 を墳要せしむ
るには

El=ngL/I･････ ･･･････････････-･-･･(6)

の直が大なる串が望ましい｡

然るに雷管覇を爆昏せしむるに管臣を嘘 するェネ

ルギーが顔 なる故恵陛 のみを患火せしむろに啓す

るエネルギー Ztより大なるエ ネ ルギー E を軌

今 E が E の S采とせは次の如し,

E-E--(mgJ;/I)'･･････････････････(7)

兜のslま火車の軽軌 粕 の嬢伴執こ依り定まる常鼓

にして之を宜用盛軸 故と呼軌 衣に J=とlの朋

係を求む｡落飴 ;落下して拭朴こ作用するカをP,安
静に野する拭科の糞銃をR とせば,料 の飴 丑 tl

と鯛 時間とtとの間には次の蹄侍あり

音 +A-p-･-r･--.･･････(8)

触 坑に関するSiLmtl･Vl'eJ.lleの髄 式を近似的
に適用せば

R-L･〇十kh

但し L･｡,L･Aは助矧こ依る常欺之を (め.式に代入し

-雷†L･t叫 -P･･-･････.･･･-･(9)

今 ･

b-J吉 , * 0--- 0･ ｡

tlo
T GPSizn'

と鑑別i' (rÒ増…題目 9)式の解は

tlz=PCOSu-PSh (bL+A,)

落鐘に階する前述の宜拙 黒に従へば起爆桑に蛮力の

加はる時間は1/)棚SeC程度にして包めて短時間なり.

且 あは JÒf程度なるを以て
ti卓bl.Psin41-fTo･I

落鐘盛皮相 に放ては包めて短時間に火車の馳 ミ

一一宝鑑.Uに蓮した後鈷晶故敬及嘩点のため爆勧 ;お

ろものとせば

t'oL-U ∴ l･3U/t7〇････.･.･･L'10)

軒も拭料が魅桁を受けている時間tは撃遡 qoの十窮
に反比例す｡(lo)を (7)に入れ

E-(I,LgB/L:'-(7ng∬DJU)'

而るに vo三./2Tirなるを以て上式は
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E-(/すれg雪が〃)∫

一方蹄の収受に捷ひ頚火に有効なるェネJL･ギー Eは

田孤の長引こ此例するを似て,褒火率50%の薄荷申

ち臨界値弘を aにて来せば rl土

7-- r叫 ×

33
(/77'LgT3'fru)8

(/言ngすLt?/UJ一

之に (4/)の位を代入し

TE≡1.鳩)is

==TJn X

(‡ )音さ

-･t･･･---･-イ111

(lJ)を rS)に代入せば
)

9-l00xl･-e-1舶 亨af･㈹一〇
与tこe一+

-･･･････-･････-･･･()2)

()2)は苗蜘 急に放て薄荷 (∫)と竜火申 (9)と

の路床を表す理亀式にLt感度曲線を衷はす式なり｡

国 2に Dを展lこする上式の曲良を示す｡比の曲鞍を

見るに9<aなる曲断 は C> なる粉 に此し曲

卓の角斜大にして陶曲扱静 は a島を盛として毎封

帝とならず-.食虫の鈷巣も同一顔向あるを以て, a鈷

を中心として奴琵曲操より,盛乾曲塊を求める執 ま訳

りにして上述の如 く砲車静より感度曲鼓を求めろべき

.ものなり｡

田 2

1,-/
■上
†一九
l
一
lT.I.･J
+l■止
･B
rユ｢rH.JFLLp-蔓

.■邑

空に此の曲線の性

質を研究する男先づ債分式を作りI-Ltに放て感妊曲

掛 こ引ける切放の正切を求むれば(i)..a-莞 L

xs¢ち a(普)._4-78.9〉くS
,･･.････････(13)(13)鼓の右卦 も 同一感熱の火難 を同一紺 故にで 19糟 すろ租合

は官取なり｡而るに左達は陪界寝室に放て威圧曲鼓に引いた切換と9軸との安弘

を示すものにて之が-宅なる布は印もこの切放b;

y軸上の-宝島に盛合すろ布を表す｡之は盛卓曲稔を

求める上に極めて便利な特牧をもつ｡皿 間接

頼 庇 就 敦lイ) 衣色雷未と耗白色密天工桑製品た

る衣色胃兼と之を帝製せるダイヤ･モンド塑耗白色雷乗

は Ⅹ操喜屑の鼓果同｢結晶構造を有するにも拘らず前著は後者

に比L著 しく敦盛なる頗向あるを以て量温 (i50C)にて間接盛顔 急を

行ひ底賛助鋲を求め此駿軒先を行へ少｡申ち向変(内在9

tan,高さ3Lmm,原籍 0.2mm)内に牧子

の大きさ0.25-0.5mmの白色珪砂をしき其の上

に一定丑の起爆襲 (約0.02g)を汚く一様に来せ

更に其の上に同一白色珪砂を費きたるものを紳 とし

.政の上に釣艶のアt/ビJLrを乗せたる上に,一定の荷度より果敢 40gの落垂を落下せし

め,督落苗にて 50守宛紬 を行ひ其の丑火車より感

度曲壕を求めたtI｡:其の鳥黒は国3に荒す如くS-

I国 3の鴇合の歯 式と完

全に一致す｡即ち衣色野乗は純白色常東に此し著

しく銀感にして臨界爆鼓は前者 13cm後者 3J

Cm と差あり｡ 前述せる如く雨宮兼は同｢結晶馳 同一

イ日野匂性質を有する亀 比の感度に蓑はれたる糞は

鈷晶の敬度等の助現的性質の差異に基 くものと思考せ

らる｡爾雷乗の籍晶の大きさを此鼓せば席白色雷兼は小

さく摩耗を有するFイヤモ ンド覗 粛なれど次色雷乗

は背き変形の籍晶にして大き引去白色烏晶の約 10

倍なるを以て故現し易き形状を量すC故に爾腎東に付緬

単なる碓 力拭投を行へり即ちプレパラート掛 こ極少丑の

鵬 結晶を単層に並べ,カJ<-グラスに･C奄ひたる
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統轄カは小なる軽鼓現し易き理なり｡雪虫の点果萌色

町兼の坑駈力は 13k脚 ,耗白色雷乗は 300kg/ctne

にして,前者は著しく小降って抽 し暴き8tなり,

従って盛蟹も故感となる理なり｡ePち火窮額の盛助 士

化笹的因子のみならず臓 因子 (鈷品現旺)に俵 ケ

菅しき穿雫を受けることは明なり｡

次に三味船 価 兼 Jp,鬼無酸血量 29,三村 b

T./チモ･J2p配合)に雨宮乗を俵田の上,同棲間

蛮盛匿託虫を行ひおるに紬 は,衣色野乗の場合

7cm,耗白色野乗の橡合 14ctnにして前者は扱者の

約 拓にして著しく敦盛となり雷乗に依る歪的かなり,

且盛定曲執 王国3の如くS-1の理勇武 と長く合致

す.伶以下合資急の鈷来待たる薄荷と盈火事との成按

は鼓面の寄合上之を省く｡

(tl) 三 味 提 督

尉鞍として 250蔓の笛を遍過せる EC103及S嶋
の故粉末と衣色雷乗の三味を任忠に配合し,各種配合

率の拭鞍 64税を作り,上進と同一方法にて関連感度

釈放を行ひ.感度曲投を食めたるに絶て曲 式 (12)●

に放てS-1の昏合となり罷界爆塾に放て戚乾曲紗 こ

引ける切掛主線て y 牡上の一曲 ト 28.9)に虫合

し,理魚式と電敦盛の良き連合を示せり｡

図 4

島
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兜の曲税より求めたる陪界爆箆は≡味を現生とする

三角BE表(国4)に之を勤王せれ比の三角封束に放

て曲鮫は陪界堪虫10cmの韓を轟んだ投にして世良

はScT n投を鈷んだ蚊で政の曲折の盤が三味爆扮配

合中位敦盛なる配合なり
｡
牡の田楽より ･Xの泊を得

たり
｡
(a)EC103とSbあの三練配合に放ては雨着 の

此(4:6)が殺虫岳なb
｡
(b)冊乗W,<以下は官
紀を埼申すろL=従ひ故

盛となる
｡
(C)筒兼6 07.4'以上に放ては野乗艶を槍血

するに

徒ひ鈍感となる｡
(d)同一雷未見に放ては国禁生血星と≡良化錦の

肋;0.7-1.0の
時投攻庇なり

｡
(e)_
=味爆静中放免虚なる配合は

雷兼60%.
SbA25%,KC
IO31093'

にして丁皮衣の反麿を生憩する配合比なり｡
占H 9(Cが0)皇+2EC103+3Sb轟】
-6H9+12CO+3SO=+6212+2ECl+3

S(J･) チトタ･ヱ

トt,･<yy-〟捲き掛こ関する間薮感度純良は所見博士

のテトラ･与I.t･･べ･/I/-JL･に槻する電設成

辞あり｡91 5喪 1匹拍盗力 拭 曲 法

o 同連盟皮

鉄色0 ク

0
タ2,∝氾kdcn
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CZlち在任 9mn の拭軌こ野し盈盈 1.66kgの拓鐘

を蒔下せしめ.沓拓馬p=て40守宛瑚鮒 漁を行へ

る東研を拘引こ示す｡兜の曲良より求めたろ区界俵箆

acTnにして比の盤に放て底匪曲執こ引ける鯛 はg

和上の一虫 卜 108)を迩過す｡匂lち理負式に就{

a(普)ち_4
S E32

==158-78.9S

2:

T‥

L_～..rJt
I
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I
と.-..i.̀
LLZ.r
..
.7...ーH
.i,.･.T･.7
,,..F,･V･,
_･tj
･l=TIIt∧L･.rrJ･JT

il･.で
=
.'J}hJ.ノW
Hl
JE:i
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即ち兜の租合に放ける宅用感度轍 は2にしてこの場

合は脚 に比し,轟かに鈍感なるを似て凄火せしむ

るに多くのェネルギーを奄きし,Sz=2となるものと思

考せらる｡

Ⅳ 五接感度韓敦

P限 度鵬 の鈷拙 式と雪鎗虹と良く合鼓せる

をItjて衣に粕 方法を珂 ヒし雄 盛鵬 を行ひ雪月

点呼侍故を此故槍封せり｡匂】も一定丑の武科を紅斑

2mm撫さ4mm･厚味 0･2m甲 の南蛮に大書蟻 件
を一定にするZ32.cc0kg/m eに蜘 せるものを紳

とし充足 2COgの薄錘を落下せしめ,各藩石に放け

る盈火串より感庇曲玖及臨界招致を求めたり｡筒袖

嘩卿tlSOC と一定にせり｡直最盛箆拭投法に放て

は群科を白砂の間に弟む棉 く.且虫持してある環問

題感密封段に此し摩損を受けろ称が妙く.従って頚火

に過租のlネJL,ギーを必辞とする名Sの債は珊納

加するものと推定せらち｡又重畳を埼加せば Sの位

は相加する弼向ありと思考す｡

(イ) 衣 色 雷 兼

畷丑0.02及 O.C4gの2種類の柵 に付感触

を行へt)｡罷曲鼓束を固6に示す｡窮を 0102gの句

会臨界鮮創ta'-朗.2cm にして成虫曲良に引けろ

切執ty臥ヒのT盤 (-IC8)を通過+.申ち理遠矢

に於てSr-2なり｡然引こ畢丑を埼加せる 0･04g の

墳合には弥掛こ此し盛蛇は鈍感となり,臨界爆…削t

El 7 田 8

a′′-96.8cn に



22 エ 兎火 毛 色曹箆 好 10番 序 】挫

俵て攻に乏よtI窺い雷管盃旬も厚味 0.4mm の鈎

故雷管盃を使用し,之に≡殊爆粉を転砂く0.02gを

5∝kdt=m王の挺力にて駐持せる雷管を逆にし上と同

様直軸 蟹緒 を行ひたるに盛に飯盛となれり｡代寂

的地 籍典を図9NO.3.4,5に示+.牝の魯合区界

促塾に放て盛蜜曲投に引ける切換よりSの伍を求む

れば髄 せる如く息柵 は2となる｡

匂ち窮丑に放りSの伍は掛 とL積立多い笹Sの伍

は大となる｡瑞雷管の椅合にも理畠式と唱放軌 土良く

合鼓すろ布を荘謎せり｡

TT 培轟亙護感度綿

参考の臓 に封する直接感度夢虫戎弓削こ付感触

臨式の迫田を拭みたり｡新見紳士のチトp- ･̂に施す

ろ官袋鈷巣を使用せり｡

CZ)ち犀味 O.oHnm-6位 Zomn の鵠盃にチトワー

ル 0.08gを 25kg/cmeに蜘 せるものを拭帯とL.

頂塩 2,eO4kgの放題を落下せしめ,包火串をまめた

る成欝を団10に表す｡ 庄界爆聖は 35.0cmにして

感度曲税に引けろ切縁より S の伍を求む九は岳めて

大きく4である｡

Ⅶ 牙用感度儒故の集や

以上聴投よりまめたる蟹用度政体故を智的せは衷 J

.の如し｡

前述の脚 に閥する宅投の棚 が牽火す

る場合には,街撃のエネルギーを受けて鈷品故敬せら

れ,軽費中心形成され,蔽いて泣虫反矧 こ放 り化笹反

'/I,ぺvI','い

丘は急激に寒行し,爆零に至るものと推定せらろ をゝ

似て劫喋 の各牧子は田撃を受けろ状況に依 り.威圧

に盈鼠を生ずる理にして田撃を正装受ける邑 虚定は
飯盛にして,(7)式に放ける:Eは X'に近づく串と

なる｡ePち Sの助 士小さくなる啓である｡

今職蜘 拭汝を見るに火張(耀 手中なる白色珪砂

の間に典まれたろ地 に放て,落鐘の所掌を受けろ結

果充分なる輝 カの賃極めて哉火L易 くなり,従て官

用盛監係 S軌 士直樹 賢より小さく表中 Lろ布

となる｡軒も蜘 に放てはSは 1又は 2な

るに封し,直填感蛾 に於ては 2.-4である｡

又同一唾額の火嬰を位相せる場合には乾宜が多い昏

火在の故嬰に飴分のエネルギーを盛挙とすろ男 Sは

大となる｡打ち問抜盛皮線 に於て 2.OWkg/czn王に

郎托せる留まに暫し一個の紳 o･αgの場合はS-2

ならも.oJ沖gの時には Sは替大して3となる｡又

雷管の切合に託ても同校にして集魚 0.02gの場合は

S==2なれども,軽丑を埼加して 0.10gとせば S=与

と鮒 比の脚 の直径は同一なるを似て堤畳

の堵加は集荷の槍血を来す鼓果所感 与ネルギー大とな

～,従って Sは大となり上進の仮定は正しき都を見

放せちる｡

七止 の翁巣より乾桝 S は火軽の擾乱 糞

丑棚 方法に上l)壁化すれども,艶血姐こ婚 方法

を淡督せば同一理由式にて盛昏曲現を卦 ます串を格技I
て取界殿 を求むiu玖 挺額の盛定を此絞する串可飴

にして盛安を知る上丘虫 も砥管なる方法である｡

三碑酸ニトJ
)イソブチルグt)セリンに断 る研究(昭 和 2

3年 10月 lEl受 理).斎 藤 頗

(昏蒔嶺品工最京菰許文節

)1 韓 官三硝飯エトt'イソブチル〆.).I:yyは占ト｡〆yセI)I)ンQTJ代用品として周知の爆熊である｡Stettbacher
の研究に放れは,
政の鰐は起爆串で容易に姓曝され
鮎壁も良好 で,三トt･

〆lJ七TJ

yより狂定夫で,早+)Co:nmercialSolventCrop.NewYorkN.E.
U.S.A.r=於て各iilニトtlバラ?インがエ轟

集晶イヒされている○ -化合物としては舵弘の

爆窮

であると烏講していろ.原料ニトt7メタ./は合成困難で

あったが,Ⅰ932年額より米国の H･B･Hz

LSS 一決に依 り,任敦.ヾヲ?イン親の采相硝化

炭塵の研免が行は九着るしい成果を酔●げ与トt7メ

タ ･Jの入手も容易となつ[:｡鱒に三糠 ミ'トt'イソプチ


